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准 教 授 就 任

脳神経病態制御学講座　神経内科学分野　准教授

佐
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郎
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〈経　歴〉

平成 11 年 3 月  名古屋大学医学部 卒業

平成 11 年 4 月  名古屋第一赤十字病院 研修医

平成 13 年 4 月  名古屋第一赤十字病院 内科専攻医

平成 16 年 4 月  名古屋大学大学院医学系研究科博士課程入学

平成 19 年 11 月  独立行政法人 国立病院機構 鈴鹿病院 医員

平成 20 年 3 月  名古屋大学大学院医学系研究科博士課程修了（医学博士）

平成 20 年 9 月  米国コールドスプリングハーバー研究所 博士研究員

平成 25 年 3 月  名古屋大学医学部附属病院神経内科 医員

平成 28 年 11 月  名古屋大学医学部附属病院卒後臨床研修・キャリア形成

 支援センター 病院助教

令和 2 年 11 月  名古屋大学医学部附属病院脳神経内科 講師

令和 5 年 5 月  名古屋大学大学院医学系研究科神経内科学　准教授

〈業　績〉
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　学友会の皆様におかれましてはご清栄のこととお慶び申し上

げます。この度、令和 5 年 5 月 1 日付をもちまして名古屋大学

大学院医学系研究科 脳神経病態制御学 神経内科学 准教授を拝

命いたしました。謹んでご挨拶申し上げます。

　私は名古屋大学医学部卒業後、名古屋第一赤十字病院の初

期研修を受け、名古屋大学神経内科学（祖父江 元教授［現愛

知医科大学理事長・学長］）に入局させていただきました。日

赤病院では渡邊 英夫院長、真野 和夫部長のご指導を仰ぎ、神

経内科医の基盤形成のための臨床研鑽を積むことができまし

た。その中で悪性腫瘍に随伴する自己免疫性脳炎の診療経験を

通じ、ニューロン特異的な RNA 病態に興味を持った経緯があ

ります。その後大学院では祖父江先生の取り計らいにより、神

経遺伝情報学 大野 欽司教授、増田 章男先生に、核内低分子

RNA に関連したスプライシング制御破綻に関する研究で手厚

いご指導を賜りました。また鈴鹿病院に赴任し、小長谷 正明

院長、久留 聡先生（現院長）に特にデュシェンヌ型筋ジスト

ロフィー臨床に関する薫陶を受け、神経筋難病に対する RNA

治療開発への関心が高まりました。

　大学院修了後にはコールドスプリングハーバー研究所 

Krainer 教授の研究室に留学の機会をいただき、スプライシ

ング治療研究を開始し、乳児死亡最多の遺伝性疾患である運

動ニューロン疾患脊髄性筋萎縮症（SMA）を対象としました。

核酸治療研究をバイオ企業との共同研究により進め、核酸配

列・中枢神経内投与レジメン・投与デバイスの最適化に従事し、

核酸による同マウスの運動器・組織におけるスプライシングの

長期是正に成功し、さらに運動器病理の改善、運動機能向上と

寿命の長期延長という成果につなげました。また新たに SMA

の全身性進行性の RNA 病態も見出し報告しました。尚、当該

核酸（一般名 ヌシネルセン）は乳幼児、小児対象の臨床試験

により生命予後、運動機能獲得に対し明確な改善効果を示し、

SMA 初の疾患修飾薬として認可に至っています。

　留学後、神経内科学にて祖父江教授、勝野 雅央先生（現教授）

のご指導により、ポリグルタミン病、認知症など疾患の研究対

象を広げ、本学医学系研究科教室、工学研究科、理学研究科、

創薬科学研究科との共同研究、国内外企業との産学連携を通じ、

病態解析、核酸医薬シーズ開発研究を継続させていただいてい

ます。一方、名古屋大学神経内科学が中心となり、先端医療開

発部、臨床研究教育学、複数企業の協力を得て立ち上げた、オー

ルジャパン体制の SMA レジストリ・コホート研究 jREACT-

SMA に計画段階から参画し、RNA 治療薬の長期有効性および

疾患自然歴のリアルワールドデータの蓄積を行っています。ま

た並行して未来社会創造機構との共同研究により、生体試料を

用いた薬効判定用のバイオマーカー開発研究を進めています。

　これまで病棟医長、外来医長を拝命し神経筋難病も含めた診

療に携わり、臨床の奥深さを改めて理解するとともに、診断、

治療につながる研究の重要性を再認識しています。教育面では

総合医学教育センター 錦織 宏教授のご指導のもと、附属病院初

期臨床研修「研究医を目指す人のためのプログラム」の設立に

関わり、プログラム責任者として基礎医学・臨床医学両軸のリ

サーチマインドを有する若手研究医の育成に取り組んでいます。

　さまざまな場面で諸先生方のご指導、ご支援をいただいてお

り、心より感謝申し上げます。自身立場の責任をより一層念頭

に置き、診療・教育・研究を通じ、本学発展と社会に貢献でき

るよう努めて参る所存であり、学友会の皆様には今後ともご指

導、ご鞭撻のほど何卒宜しくお願い申し上げます。
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岐阜大学医学部附属病院

感染制御室／生体支援センター　教授 馬
ば

場
ば

　尚
ひさ

志
し

人々に安心をもたらすことを目指して

　学友会の皆様におかれましては、益々ご清栄のこと

とお慶び申し上げます。私は 2020 年 4 月より、折し

も世界全体を席巻し始めた新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）と対峙しつつ、岐阜大学医学部附属病院

において感染制御部門の長を務めております。離れた場

所にいる私にとって、学友時報は名古屋大学医学部の“現

在”を知ることができる貴重な情報源であるとともに、

様々な分野で活躍されている多くの先生方の多角的な視

点や多彩な才能に触れることができ、毎回楽しみに読ん

でおります。高校生の頃、将来の進路候補に歴史学者も

考えた“文系” な私にとって、昨年 11 月に掲載された

時報部長であり同級生の産婦人科学梶山広明先生による

鶴舞周辺の古墳群の記事などは特に興味深く読ませてい

ただきました。今回、執筆の機会をいただいた「医心伝

心」は、現在の仕事を、そこに至るまでの経緯を含め紹

介するコーナーとお聞きしました。“文系”ながら文才

が無い私にとって、一読者ではなく、執筆する側に回る

のは大変荷が重いことですが、自分を見つめ直す良い機

会をいただいたと感謝しつつ、これまで辿った道ととも

に、現在の仕事や心境についてご紹介したいと思います。

　私は 1995 年に名古屋大学を卒業し、臨床研修後に呼

吸器内科を専攻し、1998 年から大学院へと進みました。

1999 年には京都大学大学院医学研究科 臨床病態検査

学（検査部・感染制御部）に国内留学する機会をいただ

き、感染制御の重要性を認識するとともに、当時まだ脆

弱であった体制整備の必要性を強く感じ、現在の道に進

むきっかけとなりました。2002 年の大学院修了と同時

に名古屋大学医学部附属病院 難治感染症部に籍を移し、

名大病院の感染制御や感染症診療支援、抗菌薬適正使用

体制の整備に努め、その後のオーストラリア・クイーン

ズランド大学への留学、金沢医科大学 臨床感染症学 准

教授、国立がん研究センター中央病院 感染制御室 室長

を経て、岐阜大学医学部附属病院と、東海地方だけでな

く異なる地域で様々な経験を積んで参りました。

　我々の業務と一般的な診療との違いとして、自らの実

践よりも、他者に実践を促し初めて目標を達成する点が

挙げられます。感染対策や抗菌薬適正使用に関する不適

切な対応の多くは、知識や情報、認識の不足を原因とし

生じますが、その対象はすべての医療従事者、さらには

患者さんも含まれ、必ずしも感染症の知識を持ち合わせ

た方ばかりではありません。背景や知識が異なる相手に

正しく理解してもらうには、ものごとを多角的に捉え、

相手の立場に立ち、使う言葉や言い回しを適切に選択す

る“表現力”が必要です。また、時に生じる職種間、部

署間での軋轢を解決するには、明確な目標設定とともに、

お互いの言葉を“通訳する力”や“調整力”も求められ

ます。そして、何より安心感を与える態度・姿勢が重要

であり、科学的な知識・見識に加え、科学以外の要素が

求められる、私のような“文系”な人間が最も力を発揮

できる分野の 1 つと言えましょう。

　2020 年からの COVID-19 対策では、当初の物資不足

に加え効率を重視した建物構造や人員配置の問題、様々

な場面で各所にかかる大きな負担、立場の違いによる軋

轢や不満、そしてエビデンスの欠如や情報の錯綜がもた

らす不安により、様々な混乱が生じました。これら 4F

（不足・負担・不満・不安）が社会に渦巻き“個”に走

りがちな状況の中で、“公”の意識を強く持ち、行政、

医師会、各医療機関が情報共有のもと、一体となって事

に当たったこと、県の専門家会議の一員として携わっ

た経験は私にとって大変貴重な財産です。振り返れば

COVID-19 発生前も、医療の高度化、社会の高齢化・国

際化など、感染制御の問題につながる多くの要因を抱え

ていましたが、社会の認識不足や慣習、コスト・労力の

課題などから放置されていたことは否めません。まだま

だ解決すべき問題は残っていますが、社会全体の力を結

集し COVID-19 に立ち向かったこの経験が、転禍為福、

より安心な社会基盤・医療体制の整備につながるよう、

引き続き私自身も努めていきたいと思います。

　最後になりますが、“文系”な私が医学を志した理由

は、人に安心をもたらす仕事をしたいと考えたからであ

り、京大時代の在宅往診や金沢医大時代の障害者支援施

設など外勤として携わった仕事にも真摯に向き合ってき

ました。障害者支援施設で触れた多くの笑顔や、経済的

に恵まれない老夫婦から最後の往診日にいただいた自筆

の牛の絵は、今でも私の心に深く刻まれています。これ

らの経験は、COVID-19 対策でも、一般社会の様々な領

域や、人々の生活環境における対応の検討において大い

に役立ちました。また、現在の名大病院の中央診療棟の

設計・建設時から、20 年以上にわたり続けてきた工学

部の先生方とのやり取りも、その知識が私の大きなアド

バンテージとなりました。是非、学生さんや若い先生方

には、様々なことに興味を持ち、何事にも真剣に向き合

い、多くの経験を積んでいただきたいと願っております。
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瑞宝中綬章を受章して
市立四日市病院名誉院 尚豊会 みたき総合病院 理事長・院長 一
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（昭和 50 年卒）

　学友会の皆様におかれましては、益々ご清祥のこ

とお慶び申し上げます。

　昨年（令和四年）秋の叙勲に際し、瑞宝中綬章の

栄に浴し誠に光栄に存ずる次第です。コロナ感染症

対策の為に、宮中での授賞式は行われず、県庁での

受賞式となりました。市立四日市病院事業管理者兼

院長を 10 年間務めた事を評価していただいての授

賞と思います。

　私は本学卒業後、当時は、市中病院でのローテー

ト研修後、その病院での各科研修が一般的でしたの

で、地元の市立四日市病院で同級生 4 人と研修を始

めました。その後、名古屋大学第三内科に帰局し、

（故）神戸忠先生がチーフを務められていた循環器

研究室に所属しました。心臓超音波断層法、パルス

ドプラー法の研究により学位取得後、岐阜県立多治

見病院の赴任を経て、市立四日市病院に戻ることと

なりました。当時は、心臓カテーテル検査・治療は

一般的には普及しておらず、現在のような循環器疾

患の診断・治療が困難な状況でしたが（故）杉江開

院長の指示により専用のバイプレーン血管撮影装置

の心臓カテーテル室が出来ました。カテーテル治療

を始めて欲しいとのお話があり、当時、日本一の治

療実績を誇っていた、小倉記念病院に長期出張させ

ていただきました。その後、カテーテル治療を始め

ましたが、手技の向上のために、地域での最大症例

数を有していた国立療養所豊橋東病院の鈴木孝彦先

生の下で、治療をさせていただき技術向上に努めま

した。その頃に、心臓血管外科も開設され、開心術

の症例数も増加していきました。楽しく臨床が出来

て充実した毎日でした。優秀な部下にも恵まれ、天

野哲也教授（愛知医科大学）、石井秀樹教授（群馬

大学）なども一緒に仕事をしておりました。臨床研

究も盛んに行われ、その発表の為に海外の学会にも

よく出かけておりました。地域での循環器疾患の治

療成績も評価されてきて、救命救急センターも認可

されました。その後は、病院事業管理者兼院長とな

り、病院全体の管理をする事となり、同級生の曽根

孝二院長（元大垣市民病院）、酒井和好院長（元陶

生病院）とは、同じ循環器内科医として、研究会な

どで顔を合わせる機会が多く、病院長の仕事につい

てよく相談させていただきました。また、同級生で

同じ第三内科出身の松原達昭教授（元愛知学院大学

歯学部内科学）には、循環器内科の人事に関しての

ご助言をいただき大変お世話になりました。

　院長在任中の 10 年間で、医療機関群Ⅱ群（現

DPC 特定病院群）の指定、地域支援病院の承認、

高精度放射線治療（IMRT 施行できる機器と専門

医の確保）の導入、総合周産期母子医療センター、

地域がん診療連携拠点病院の指定を受けました。病

棟全面改修時の病床が少なくなった時期にも安定し

た経営ができましたことは、職員の努力の賜物と

思っております。

　室原教授をはじめ学友会の諸先生方には、病院長

在任中には人事の面をはじめ診療に関してもご協力

いただき、優秀な医師を派遣していただき各診療科

の診療レベル向上を図ることができました、熱く御

礼申し上げます。

　令和 3 年春に市立四日市病院を退職して、現在は

医療法人尚豊会みたき総合病院に勤務しております

が、市立四日市病院からは数百メートルの位置にあ

り、リハビリ病棟、緩和ケア病棟、透析病棟もあり、

今後とも連携して、市立四日市病院の本来の機能が

発揮できるように在院日数の短縮に協力し、地域医

療に少しでも貢献していければと考えております。

　最後に恩師故坂本信夫教授、堀田曉教授、松尾清

一教授（元名古屋大学総長）をはじめ、大学病院勤

務から赴任病院での勤務時代にかけてお世話になり

ました諸先生方には、深く感謝申し上げます。
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C o f f e e  B r e a k  T i m e
コーヒーブレイクタイム

西尾市民病院・産婦人科 （S61 年卒）前
まえ

田
だ

　修
おさむ

「歩きたい」

　私は歩くことが好きで、学生時代には医学部ワンダーフォーゲル
部に所属し、普段は鈴鹿の山々を中心に、夏休み、秋休みなど日数
の取れる時期には北アルプスなどへ出かけました。とは言っても山
行向けの特別なトレーニングはしていたわけでなく、自分の力量に
合わせた山のハイキング程度でしたので、自称「軟式」ワンダー
フォーゲルとしていました。たくさん歩くことでポピュラーなのが
四国八十八か所巡礼で、いつの日か行ってみたいと学生時代からあ
こがれていました。宗教的に深い意味はなく「歩きたい」が動機で
した。さてさて、私は 2019 年 12 月 27 日に 60 歳の誕生日を迎えま
した。これで爺さんの仲間入りをしたので勤務規定通りに 12 月末
日を持って勤めていた名城病院を定年退職し、自由なプータローの
身となりました。
　明けて 2020 年 1 月初めから歩行トレーニングを開始しました。
普段から病院勤務の運動不足、急にお遍路を歩けるわけがありませ
ん。ものの本によると全行程 1450km を 40 日間、1 日 40 ㎞くらい
歩くと書いてありましたが、爺さんなので 1 日 30 ㎞を目指してト
レーニングしました。同じところを歩いても飽きてしまうのでその
日その日のテーマを決めました。名古屋本山の自宅から岡崎城、犬
山城、小牧城、桑名城や、古戦場の桶狭間、長久手、お寺や神社巡
り、さらに川沿いを源流や河口を見に歩きました。例えば、木曽川
を 4 日かけて犬山城から長島温泉まで、河口が藤前干潟の庄内川、
源流が海上の森の矢田川、上流に入鹿池がある五条川、天白川、新
川、日光川など。COVID-19 がどんどん流行りだして外出しにくく
なりましたが、人がいない「0 密」を求めて歩きました。歩行トレー
ニングでも「歩きたい」が十分に満喫できました。
　2020 年夏の第 2 波の後「Go To Travel」が出たので 2020 年 10
月 9 日に旅立ち、10 月 10 日から第一番札所の霊山寺から巡礼を始
めました。自分なりに決めた巡るルールは鉄道、バス、タクシーも
使いますが、足跡が繋がるよう歩き終わった地点から次の日は歩き
ました。コロナ禍なので宿泊は相部屋となる民宿は避けてビジネス
ホテルとし、夕食は居酒屋の独り呑みです。幸運なことに全行程の
うち丸一日雨に降られたのは一日だけでほとんど良い天気に恵ま
れ、素晴らしいお寺と道中でした。
　徳島県は霊山寺から吉野川を遡ってお寺が並び、それらをめぐっ
て吉野川南の山の中のお寺を通って一度徳島に戻りそのあと海沿い
に南下しました。日和佐湾にある第 23 番札所薬王寺は麓から見られ
る壮大な建物群、真っ赤な薬王寺瑜祇塔と背景の空の青のコントラ
スト、ぐるり見回すと海の青、対岸の日和佐城址、お天気も良かっ

たこと、海も空気も澄んでいること、うっとりするような眺めでした。
　高知県のルートはずっと海沿いでした。澄んだ青々とした空、外
洋からの激しい波の押し寄せる海岸、ジオパークとなっている岩々、
澄んだ真っ青な川は忘れられません。高知県は小さな川も皆きれい
で青く澄んでいますが、中でも仁淀川は仁淀ブルーとして有名で素
晴らしい景観を見せてくれました。
　愛媛県では色とりどりの礫岩の山々に囲まれた第 45 番岩屋寺が
印象的でした。梯子で登る修行の場の洞窟、礫の山々から湧いてく
るような自然の力強さ、礫の崩れた痕の荒々しさは極まっていまし
た。秋の紅葉の時期になり、そこまでの道中を歩いていくと礫岩の
山々がどんどん厳しく迫ってくる景色は茶色、赤、黄色、残った緑
と色とりどりの美しさでした。
　香川県は最後の第 88 番大窪寺。標高 774m、12 月中旬の寒くなっ
てからの結願。階段を上った正面の本堂とその背景の山は壮大でし
た。大師堂にお参りをすると、達成感に涙が止まりませんでした。
　その後は第一番札所の霊山寺に戻り、四国一周の足跡が繋がりま
した。お礼参の高野山は雪の日で、人通りは少なく、しんしんと降
る雪と積雪による静けさは疲れた心身に凍み渡りました。根本大塔
の鮮やかな朱色と真っ白な雪に覆われた屋根と地面、いくつもお堂
や仏塔が立ち並んだ荘厳な街並み、弘法大師の霊廟のある奥の院ま
での参道は無数のお墓が並び「命は必ず終わるんだなあ」としみじ
み感じさせる景色でした。
　ゆっくり回って 69 日間に及ぶ長い旅でした。よかったことは、
うっとりできる時間をたくさん持てたことでした。70 歳頃までに
もう一度巡ってみたいと思います。もちろん次回も歩きです。

2020/10/20　第 23 番札所　医王山無量寿院薬王寺、山門と瑜祇塔。

2020/10/22　サーフィン宿 South Shore。到着した途端に大雨でした
が、翌朝には止みました。

2020/12/17　雪の高野山金剛峰寺根本大塔。一瞬の晴れ間に撮影しました。
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緑陰随想

首都圏支部　支部長

真
ま

野
の

 俊
とし

樹
き

（S  62 卒）

　最近の科学技術の発達は目覚ましい。1 つはチャット GPT

に代表される生成系の AI というものであろう。ちなみにこの

文章はチャット GPT に書かせたものではなくて、 Google の

音声入力で作成している。というのは極めて初期の経験ではあ

るが、チャット GPT は、1 部真実でないことを素知らぬ顔で

書いてくるという経験があったからである。

　例えば、真野俊樹の新版「医療マーケティング」という本を

知っていますか？（日本評論社、現在は 3 版ができている）　

と聞くと、

　「はい、知っています。真野俊樹氏が執筆した「医療マーケ

ティング」の新版は、医療機関が市場競争に参入し、競争力を

高めるための戦略や手法を解説しています。具体的には、マー

ケティングの基礎知識や医療機関のブランディング、セグメ

ンテーション、ターゲットマーケティング、プロモーション、

CRM（顧客関係管理）、デジタルマーケティングなどの内容が

掲載されています。医療機関の経営者やマーケティング担当者、

またこれから医療マーケティングに興味を持ち始めた人にとっ

て、役立つ一冊だと思います」、との返事であった。これはま

あ正しいかもしれない。ただし、そのあとで「医療マーケティ

ング」の新版の目次をおしえてください、と聞くと下記のよう

に言う。

　「医療マーケティング」の新版の目次です。

1 .　医療マーケティングの基本

2 .　医療機関のブランド戦略

3 .　医療マーケティングの戦略的考え方

4 .　マーケットセグメンテーション

5 .　ターゲットマーケティング

6 .　医療機関の顧客接点

7 .　プロモーション戦略

8 .　CRM 戦略

9 .　医療デジタルマーケティング

10.　マーケティングの戦略実施と効果測定

11.　マーケティング実践の事例と展望

　この本では、医療マーケティングの基本から実践的な手法ま

でを幅広く解説しています。また、医療業界に特化した事例や

展望も掲載されており、医療マーケティングを学びたい人に

とっては非常に役立つ内容となっています。

　これは、それっぽいがまったく間違っている。驚いて、同じ

く私の「入門医療経済学」（中公新書）の目次を聞くと、下記

のようだという。

1 .　医療経済学とは何か？

2 .　医療サービスの供給

3 .　医療需要の形成

4 .　医療保険

5 .　医療経済学の応用例：がん診療の経済分析

6 .　国際比較医療経済学

7 .　医療サービスの質と効率性の評価

8 .　医療政策と医療経済学

9 .　医療機関のマネジメントと医療経済学

10.　医療現場での医療経済学の活用

11.　医療経済学の今後の課題

　これも全く異なる。しかしながら、今後の医療マーケティン

グや医療経済学の本の目次としては、私の既存の本よりこの方

がふさわしいのかもしれない。

　もしかすると、現在のチャット GPT はさらに進歩を遂げてい

るかもしれないが、仮想現実ならぬ、仮想文書のほうが、真実

と虚構の区別がつきにくい分、ややこしい面がありそうである。

緑陰随想

JA 静岡厚生連遠州病院　院長

大
おお

石
いし

　強
つよし

（H 元卒）

　皆さん、こんにちは。JA 静岡厚生連遠州病院院長の大石強

です。前任の水上泰延先生から令和元年に院長職を引き継がせ

ていただきました。当院の医師はほとんどが浜松医大の医局か

ら派遣されておりますが、外科は名古屋大学からの派遣です。

名古屋大学外科前任の梛野教授、古森教授そして現在の江畑教

授、坂野教授のご厚意により、外科医師の派遣を継続していた

だいております。当院外科の先生方は本職のみならず、ICT、

研修医の指導・教育、各種委員会のトップとしての役割など多

岐にわたって当院に貢献してくださっており、当院にとって欠

かせない存在です。この場をお借りいたしまして名古屋大学外

科医局の皆様には改めて感謝申し上げます。

　さて、新型コロナウイルス感染症も本年 5 月 8 日から 5 類

へ移行されました。幸い、移行後も現在のところ（5 月 26 日）

落ち着いているようです。当院も入院時一律のコロナスクリー

ニング検査は中止とし、症状がある場合のみといたしました。

また面会制限も緩和し、2 人まで 15 分程度は面会可としてお

ります。飲み会については病院全体での○○会はまだ許可して

おりませんが、人数制限を撤廃し、各自に任せて病棟単位等の

食事会は許可いたしました。私ももうすでに、市内病院長会や

県病院協会の理事会、医局同門会等での懇親会には出ておりま

すが、久しぶりの飲み会はやはり楽しいものです。普段、お話

しにくい方とか後輩、同僚と飲むのは日頃のストレスが多少な

りとも解消します。何とか今年、病院全体としての納涼会の開

催となればと願っております。ただ調子に乗りすぎて院内での

飲み会は 2 次会以降は行かないようにしなければなりません。

○○ハラになってしまったり、言ってはいけないことを言って

しまう恐れがあるからです。これまで、二次会はお金を幹事に

渡して一次会で帰っておりましたが、これを貫き通します。さ

て、前回の名大医学部学友会の新春随想では司馬遼太郎の本

を読んで「リーダーとは」という命題の答えを見つけている

と書かせていただきましたが、今は山岡荘八著の「徳川家康」

全 26 巻を読んでいます。今、やっと 13 巻まで読破しました。

NHK で「家康どうする」をやっていますが、残念ながら我が

家にテレビがありません。インターネットであらすじをみて、

本でいうと第何巻くらいかなと自分の本を読むスピードの方が

速いと自己満足しております。さて、「徳川家康」からは今の

ところ、「忍耐と協調」がリーダーの資質として大切であるこ
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豪一会（昭和51年卒） 奥
おく

村
むら

　健
けん

二
じ

　COVID-19 での感染により 2 年間中断されていた私た

ちの同窓会は昨年から再開されたものの、今年の開催時

期は予期できなく、毒性が緩和していた時期とはいえ第

8 波の感染者が最高潮になっている時期に重なった 1 月

8 日に開催されたので、予定されていた出席者も出席を

取りやめる不運もあったが 21 名が出席した。

　卒後 47 年で、既に職を退いて年金暮らしのものもわ

ずかにいるものの、まだ医療に就いているものがほとん

どである。卒業名簿にある 110 名のうち既に鬼籍入って

いる者は 15 名に達したが、幸いにもこの 1 年間に訃報

は届かなかった。そろそろ自分史を書き始める丁度いい

時期に来ている。我々の世代は全国的な学生紛争の余波

を受けた前年の名大紛争のうち教養部封鎖の余韻がまだ

残っていて入学しても授業がなかなか始まらなく、私は

暇だったので運転免許を取りに行っていたが授業が始ま

り中断せざるを得なかった。また、キャンパスを鶴舞に

移しても医学部には医学部紛争があり 3 年生の授業の開

始が遅れたことより夏休みが短縮され、7 月のクーラー

の設備もないうだるような暑さの中の講義室で講義を受

け、解剖室で実習した。不幸なことに学生時代に二人の

同級生が自動車事故と突然死で忽然と姿を消した。

　会は松尾清一君（東海国立機構長）の乾杯と母校の近

況の報告で始まり、令和 4 年秋の叙勲で瑞宝中綬章を

授与された木下平君（元国立がん研究センター東病院

長、愛知県がんセンター総長）をお祝いし、私のすべて

の現象は物理法則により必然的に決まっているという究

極の「万物の理論」という話に続き、直江知樹君（元血

液・腫瘍内科学教授）の百寿者になるため心構えとして

「卯年老化について考える」という有難いサイエンティ

フィックな教訓をプレゼンテーションしていただいた。

和気あいあいのうちに会話も弾み時間も忘れて会場の使

用制限時間を超えて終了した。（奥村健二：トヨタ車体、

元循環病態探索医療学（寄附講座）教授）

（前列左より）松永　佳世子、奥村　健二、木下　平、水谷　雅子、
　　　　　　近藤　順子、細井　正晴
　　　（二列）前田　正司、近藤　建、南木　道生、松尾　清一、
　　　　　　渡邊　孝、直江　知樹、渡辺　潤
　　　（三列）土江　健嗣、山田　政功、宮崎　芳機、清水　豊、
　　　　　　山雄　健次、岡本　勝司、成瀬　達、安井　徹郎

とを学びました。「戦のない世の中」を vision に掲げ、信長、

秀吉からの難題に対処する姿は、時にここまで自分を抑えるか

といえるくらいの「忍耐力」を発揮します。また家康の人柄が

「殿」と忠誠を誓わせる家臣の心をつかむのでしょうね。自分

が入局したころの浜松医大整形外科の医局に似たところがある

と思いました。まだまだ自分の考える「リーダーとは」という

命題の答えは見つかっていません。暗中模索の毎日です。

昔は良かった？

一宮市立市民病院　院長

志
し

水
みず

　清
きよ

和
かず

（S  61 卒）

　うな丼大臣なる報道があった。どうやら、首相が襲撃された

ことを知らされた警察トップである国家公安委員長が、襲撃の

報告を受けた後に「うな丼をおいしく頂いた」と宣うたのが問

題らしい。そんなに問題なのだろうか。単に笑いを取りに行っ

て、滑ってしまっただけなのであろう。もちろん、人命に関わ

りかねないことを冗談にするのは感心しない。ただ、一言でい

えば、その点も含めて、あまりにもセンスがなさすぎる。それ

だけのことだ。「笑いのセンスがなくてすみません」と謝罪す

ればいいものを、「いずれにしても食事はしなければいけない」

などと首をかしげたくなるような答弁にも驚くが、新聞記者が

国家公安委員長に「発言の撤回はしないのか」と詰め寄ったこ

とには、さらに驚かされた。何を撤回しろというのか。「うな

丼をおいしく頂いた」を撤回しろと本気で言っているのだろう

か。そして、この時の返答が「私は事実しか言っておりません」。

笑いを取りに行ったわけではないだろうが、これには少し笑え

た。しかし、やれやれと思う。まるで吉本新喜劇のようなやり

取りだ。少し前なら「大臣がこの有様で情けない」で済む程度

の話ではないか。最近、特に感じることだが、世の中から「寛

容さ」が失われているように感じる。「寛容さ」というクッショ

ンが希薄になり、社会全体が過剰に反応してしまうのだろう。

過剰が故に滑稽でさえある。そう言えば、数年前、中日の某監

督が応援の際の「お前がやらなくて誰がやる」のフレーズにク

レームをつけたとこがあった。「お前」が侮蔑的な呼称だとい

うのだ。確かに「お前」は侮蔑的な呼称であるが、あまりにも

短絡的に過ぎはしないか。そもそも、「お前がやらなくて誰が

やる」の「お前」を侮蔑的だと感じる選手がいるのだろうか。

この場合の「お前」は侮蔑どころか、相手に対する強い信頼を

示すものであろう。日本語は懐の深い言語である。侮蔑的な呼

称でさえ、時には相手への信頼を表すこともある。そして、こ

の柔軟さこそが寛容な日本社会を培ってきたとも言える。だが、

残念なことだが、それは過去のこととなりつつある。「子供の

声は騒音ではない」との法律が整備されるとの報道などを目に

すると、寛容さが失われたことと少子化がすすんでいることと

は無縁ではない気がする。子供は時に制御不可能な時もある。

所かまわず騒いだりもする。そうしながら社会性を身に着けて

いくし、周囲もそれを受け入れて、時には他人の子であっても

注意したりもする。子供の声が騒音か否かを法律で決めなけれ

ばならない社会で子育てすることは本当に大変なことだろうと

容易に想像がつく。異次元の少子化対策などと実のないキャッ

チフレーズを掲げる前に、日本社会が変容し、劣化しつつある

ことに気付いてほしいものだ。
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　　統合失調症の病態解明と治療薬開発に一歩前進
― Rho キナーゼが治療標的になり得る可能性を世界で初めて示唆 ―

プレスリリース

【背景】

　近年我々は、精神疾患病態解明学・尾崎紀夫特任教授らとの

共同研究により日本人統合失調症患者対象のゲノム解析から発

症に強く関与する ARHGAP10 遺伝子のコピー数変異 (CNV)

を同定した。さらにその中の患者の一人は ARHGAP10 遺伝

子の CNV（欠失）に加え、その対立遺伝子エクソン 17 の一塩

基変異 (SNV: p.S490P) も併せて保有していた。ARHGAP10 

(p.S490P) は野生型 ARHGAP10 に比べ RhoA との結合能が

低いことが確認され、患者由来の ARHGAP10 遺伝子変異は

ARHGAP10 の機能低下を引き起こすことが示唆された [1]。

ARHGAP10 は活性型である GTP 結合型 RhoA を不活性型

の GDP 結合型に変換することにより、低分子量 G タンパク

質 RhoA を負に制御する。そのエフェクター分子である Rho-

kinase はアクチン動態を制御することで神経細胞のスパイン

形態変化に関与している。そこで先ず、この患者の遺伝子変異

(SNV/CNV) を模したArhgap10 遺伝子改変マウス (Arhgap10 

S490P/NHEJ マウス ) を作出し、ARHGAP10 遺伝子変異の

病態生理学的役割を追究した。その結果、Arhgap10 S490P/

NHEJ マ ウ ス で は、 脳 内 Rho-kinase の 活 性 化、 統 合 失 調

症患者で見られる内側前頭前皮質における神経細胞のスパ

イン密度低下、野生型マウスには影響を及ぼさない低用量

methamphetamine による認知機能障害を示した 1, 2。

　本研究では、Arhgap10 S490P/NHEJ マウスの表現型と

Rho-kinase の因果関係を明らかにするために、内側前頭前皮

質におけるスパイン密度の低下及び methamphetamine 誘発

性の認知機能障害に対する Rho-kinase 阻害剤 fasudil の効果

を検討した。

研究方法・成果

　先ず、fasudil 投与により脳内において Rho-kinase が阻害

されるのか確認するため、Rho-kinase の基質である myosin 

phosphatase-targeting subunit 1(MYPT1) のリン酸化レベル

(Thr696) を免疫組織学的解析で評価した。fasudil を腹腔内投

与することによりArhgap10 S490P/NHEJ マウス内側前頭前皮

質の神経細胞においてpMYPT1レベルの増加が抑制され（図1）、

fasudil が Arhgap10 S490P/NHEJ マウス内側前頭前皮質に

おいて Rho-kinase を阻害したことが示唆された。次に、Rho-

kinase と Arhgap10 S490P/NHEJ マウスの内側前頭前皮質に

おける神経細胞のスパイン密度低下の関連性を調べるためゴル

ジ染色を行った。Fasudil (20 mg/kg)の7 日間経口投与により、

Arhgap10 S490P/NHE マウス内側前頭前皮質第 2/3 層におけ

る神経細胞のスパイン密度の低下が有意に改善した（図 2）。

続いて、Rho-kinase の活性化と認知機能障害の関係を評価

名古屋大学大学院医学系研究科医療薬学分野　田
た

中
なか

　里
り な こ

奈子

図１　fasudil は Arhgap10 S490P/NHEJ マウス内側前頭前皮質におい

て Rho-kinase の異常な活性化を抑制する4

(A)fasudil (20 mg/kg) を腹腔内投与して 1 時間後の野生型マウス及び

Arhgap10 S490P/NHEJ マウス内側前頭前皮質の Rho-kinase の基質

pMYPT1(Thr696) 及び神経細胞マーカー NeuN の共染色写真である（上

段：pMYPT1(Thr696)、下段：pMYPT1 と NeuN との merge、スケー

ルバー：10μm）。(B) 各群における pMYPT1・NeuN 共陽性細胞数と

NeuN 陽性細胞数の比を示したグラフである。fasudil を投与すること

により Arhgap10 S490P/NHEJ マウスの神経細胞において pMYPT1

レベルの増加が抑制された。

図２　fasudil は Arhgap10 S490P/NHEJ マウスの内側前頭前皮質のス

パイン密度の低下を改善する4

(A) fasudil (20 mg/kg) の 7 日間経口投与から 1 日後の野生型マウス及

び Arhgap10 S490P/NHEJ マウス内側前頭前皮質のゴルジ染色写真で

ある ( スケールバー：5μm）。(B) 各群におけるスパイン密度のグラフ

である。Fasudil の投与により Arhgap10 S490P/NHEJ マウスで低下

したスパイン密度が野生型マウスと同等レベルまで回復した。
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するため、充分に視覚弁別学習の成立した Arhgap10 S490P/

NHEJ マウスを用いて視覚弁別試験を行った。野生型マ

ウ ス の 視 覚 弁 別 に 影 響 の な い 低 用 量 (0.3 mg/kg, i.p.) の

methamphetamine 処 置 に よ り Arhgap10 S490P/NHEJ マ

ウスの視覚弁別能が低下したが、fasudil を腹腔内投与するこ

とにより有意に改善した（図 3 A,B）。視覚弁別試験では、皮

質－線条体回路が重要な役割を果たしている3。特に前頭前皮

質の神経活動は、刺激と応答の関連付けや逆転学習時よって

活性化される。そこで、覚醒剤に対する感受性の増大を Rho-

kinse 阻害剤が改善したメカニズムの解明のため、覚醒剤投与

後の Arhgap10 S490P/NHEJ マウス内側前頭前皮質の神経活

動に対する Rho-kinase の寄与を評価した。Fasudil は、低用

量 methamphetamine により増加した内側前頭前皮質の神経

活動マーカー c-Fos 陽性細胞数を有意に減少させた（図 3 C,D）。

この結果から、Rho-kinase は低用量 methamphetamine によ

り惹起される内側前頭前皮質の異常な神経活動の活性化に寄与

することが示唆された。

まとめと今後の展望

　 本 研 究 で 得 ら れ た 知 見 よ り、Rho-kinase は Arhgap10 

S490P/NHEJ マウスのスパイン形態の神経病理学的変化と

methamphetamine 誘発性の認知機能障害に重要な役割を果た

していることが示唆された4。したがって、RhoA/Rho-kinase 

シグナルは ARHGAP10 遺伝子変異を有する統合失調症患者

図３　fasudil は Arhgap10 S490P/NHEJ マウスの methamphetamine 

誘発性の認知機能障害を改善する4

(A) 視覚弁別試験は人にも用いられる認知機能の評価方法である。マウ

スに二つの異なる絵柄の画像を提示し、マウスが

一方のパネルにタッチしたときに報酬を与えられる。例えば、風車のパ

ネルを正解のパネルとし、これをマウスがタッチすることで報酬として

ミルクがもらえる。正解率を解析し、認知機能を評価する。(B) 低用量

methamphetamine（0.3 mg/kg）により低下した Arhgap10 S490P/

NHEJ マウスの正解率が fasudil (3-20 mg/kg) を腹腔内投与すること

により改善した。（C）低用量 methamphetamine 及び fasudil (20 mg/

kg) 腹腔内投与後の前頭前皮質の神経活動マーカー c-Fos の免疫染色像

である ( スケールバー：50μm）。（D）fasudil を投与することにより低

用量 methamphetamine により増加した c-Fos 細胞数が減少した。こ

れは、fasudil が低用量 methamphetamine 誘発性の神経過活動を抑制

することを示す。

図４　Rho-kinase の阻害は Arhgap10 S490P/NHEJ マウスのスパイン

密度異常及び覚醒剤誘発性の認知機能障害を改善する

統合失調症患者由来の遺伝子変異を有するArhgap10 S490P/NHE マウ

スは、ARHGAP10 の機能低下によりその下流分子 Rho-kinase の異常

な活性化が引き起こされる。Rho-kinase 阻害剤 fasudil が Arhgap10 

S490P/NHEJ マウスのスパイン密度異常及び覚醒剤誘発性の認知機能

障害を改善したことから、ARHGAP10 機能低下により引き起こされ

る Rho-kinase の異常な活性化がスパイン形態の神経病理学的変化と

methamphetamine 誘発性の認知機能障害に重要な役割を果たしている

ことが示された。

に対する新しい治療標的になり得る可能性が示された。今後は、

Rho-kinase 阻害剤の効果に対する分子メカニズムの解明を進

め、作用機序の明確化及び下流分子の同定による新たな標的分

子の発掘を行っていきたい。
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　熊谷幸之輔は校長として愛知医学校を官立の医学部にするこ

とを悲願としていた。そのためか、愛知医学校出身者でこれは

と目をつけた人材をあちこちで学ばせてその後教諭として雇う

ということを明治 30 年代後半から行ってきた。それで出来た

のが細菌衛生学、薬物学、皮膚泌尿器科、耳鼻科、精神科、整

形外科等である。また官立には基礎医学教室の充実も必要とい

うことで、解剖学の補充（解剖遺体数もこの頃増加している）、

生理学、病理学の設置も並行してすすめ、着々と官立移管への

準備を整えていた。が、熊谷は病を得て大正 5 年に辞職、その

あと校長になった山崎正董の時に人事が刷新され、熊谷と一緒

に医学校を支えてきた教諭陣が去り（注）、先に述べた熊谷が

設置した教室の愛知医学校出身の教諭も大半が学校を去った。

そのあとのポストは山崎のつながりからか、はたまた官立に向

けての一連の準備なのか、東京帝国大学卒で占められた。昭和

6 年官立移管時と昭和 40 年代におこった学園紛争については

あちこちに記載されているが、この大正 5 年の人事の刷新につ

いてはそれ程記載されていない。

　大学を去った愛知医学校出身の教諭は皆開業している。細菌

衛生学の岡田鶴也（大垣出身、名古屋市長大喜多寅之助の弟）

もその一人だが、臨床の傍ら免疫の実験を継続、その結果をま

とめて数年後に京都帝国大学に提出し学位を得て、その後も免

疫に関する学会発表等も行っている。黒田三樹三（美濃出身、

京都帝国大学の初代薬理学教授の森島庫太の弟）も開業したが、

やはり京大から学位を得て、その後も薬に関する論文をいくつ

か出している。彼らが臨床をやりながらも研究を続けた理由は

一体何だったのだろう。岡田の場合は、当時開業医の一つのス

テイタスでもあったドイツ留学でのドクトルメディチーナも得

ていたので、彼にとって医学博士という称号は開業のためのた

だの箔つけとは思えない。

　解剖学教室の教諭は熊谷の東大の同級生の奈良坂源一郎が

ずっとつとめてきたが、やはり年齢と健康状態（奈良坂は肩が

不自由で臨床医をあきらめている）というのもあったのか、明

治 30 年代に様々な補充がされている。その一人が愛知医学校

出身の藤野厳九郎である。藤野は医学校を出てすぐに東大に一

年ほど国内留学、その後愛知医学校で助教諭として奈良坂と一

緒に解剖教育にたずさわっていたようだ。が明治 33 年に日本

各地で医学部が整備される事がきまり、各地で解剖教員の引っ

張り合いとなる。藤野のところには二高、四高からそれぞれ打

診があったようだが、愛知医学校は彼を引き留めるためにか、

藤野を教諭にする。藤野自身は福井出身という事もあり四高赴

任を願っていたようだが、それがかなわず、藤野は愛知医学校

の教諭になって 2 週間ほどで休職している。その後、藤野は生

命保険会社の嘱託医として生計を立てていたが、東大の教授か

らの紹介で二高の解剖教諭として翌年に赴任、そこで例の魯迅

との話になる。だが、藤野は留学経験も学位もなかったので、

医学部を出て研究者になる　―システムとメンター―

櫻
さくら

井
い

　武
たけし

（S63卒）一宮研伸大学、京都大学、コロンビア大学

二高が東北帝国大学に昇格した時点で仙台を辞職、福井で開業

している（最初耳鼻科、のち一般内科に。昭和 20 年、往診中

に倒れ死去したとされる）。奈良坂も藤野も筆まめでなおかつ

蒐集家であり、どちらも大量の書簡を寄贈しているが、不思議

なことに僕は奈良坂と藤野の間の書簡のやりとりを今のところ

見つけられていない。奈良坂は生徒思いで様々な学生に慕われ

ていたというが（例えば愛知医学校卒で後の満州医科大解剖教

授の椎野﨧太郎など）、奈良坂が考えていた方向と藤野が考え

ていた方向が上手くマッチしなかったのだろうか。二人の性格

の違いなどから生じた感情的な行き違いなどがあったのかも知

れない。その後、解剖学教室には浅井猛郎という愛知医学校出

身の俊英が入り、浅井は東大での研究をへて奈良坂のあとの教

授になっている。それにしても健康に不安を感じていた奈良坂

の方が藤野よりも長生きしたのは皮肉というかなんというか。

　トランスレーショナルリサーチという言葉は 90 年代から出

てきた言葉であろうか。臨床研究医やフィジシャンサイエン

ティストという言葉はもう少し後かも知れない。最近は基礎医

学研究医なる言葉もあるようだ。いずれにしても、 研究を志す

医学部出身者をどう育てていくかというのは日本でも米国でも

一つの関心事で、様々な試みがされている（例えば、2022 年

のネーチャーや 2022 年のナショナルアカデミーオブメディシ

ンのアニュアルワークショップなどでコメントあり）。それに

ついては様々な意見があるとは思うが、臨床医が研究をしたい

と思ったときに出来る様な制度が整っているにこしたことはな

い。とはいうものの、メンターとメンティーの間にちょっとし

たボタンの掛け違いというのも起こりうるわけで、そういった

中で指導やサポートをどうしていくのかというのも大事な事で

ある。さらには運もある。となるとシステムもだが、研究は人

が行うもの（だから、どういう人がいてどういう出会いがある

かも大事）であるという点も忘れてはいけないのではなかろう

か。

注　眼科の教授で副院長だった賀古桃次も大学を去った一人。

彼は明治初期に藩の転封に伴い遠江から上総の「鶴舞」（現千

葉県市原市）に移住した医師の家に生まれ、東京帝国大学医学

部卒、福島病院副院長をへて愛知に赴任。ドイツに留学し帰国

後、医学博士を修得。熊谷と共に愛知医学校の鶴舞（現在の名

大医学部所在地）への移転に奔走した。彼の兄は森鴎外の同級

生で親友でもあった賀古鶴所（耳鼻科）、兄弟共に歌人であった。

桃次の息子の何人かは医師となっているが、末の息子は国文学

者である。また娘は帝国女子医専（現、東邦大学医学部、設立

大正 14 年）を作った額田晋（森鴎外の主治医）の夫人。ちな

みに名大医学部に初めて女子医学生が入学したのは昭和 24 年。


